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イ
ズ
ウ
ェ
ス
チ
ャ
　
一
号

一
九
二
一
年
　
三
月
三
日
　
木
曜
日

〟
ク
ロ
ッ
シ
二
一
グ
ッ
ト
の
街
と
砦
の
人
民
へ
／

同
志
諸
君
、
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
／
〟

わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
困
難
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
三
年
来
、

わ
れ
わ
れ
は
飢
え
、
寒
さ
、
そ
し
て
貧
困
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
き
た
。
国
を

統
治
し
て
い
る
共
産
党
は
、
み
ず
か
ら
人
民
大
衆
を
裏
切
り
、
混
沌
か
ら
国

家
を
救
い
出
す
す
べ
て
の
可
能
性
を
放
棄
し
、
み
ず
か
ら
そ
の
無
力
さ
を
暴

露
し
た
。
ま
さ
に
、
共
産
党
が
先
頭
ぺ
ト
ロ
ク
ラ
ー
ド
や
モ
ス
ク
ワ
で
起
っ

た
、
労
働
者
、
農
民
た
ち
の
不
満
を
無
祝
し
た
こ
と
は
、
党
が
人
民
の
信
頼

を
完
全
に
失
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
露
呈
し
、
同
じ
く
党
は
、
労
働
者
に

よ
っ
て
演
出
さ
れ
た
要
求
春
頃
を
も
、
反
革
命
的
な
陰
謀
で
あ
る
と
し
て
無

視
し
た
。
〟
覚
は
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
。
〟

こ
の
動
乱
は
、
人
民
大
衆
の
正
当
な
る
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
求
事

項
は
、
人
民
大
衆
の
素
朴
な
声
で
あ
る
と
共
に
、
す
べ
て
の
働
く
人
民
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
す
べ
て
の
労
勘
考
、
水
兵
及
び
兵

士
た
ち
は
、
と
り
わ
け
集
団
に
ょ
る
努
力
と
働
く
者
た
ち
の
意
志
の
み
が
、

こ
の
国
に
パ
ン
、
請
木
、
石
炭
を
与
え
、
裸
の
者
に
は
衣
服
を
与
え
、
共
和

国
を
そ
の
陥
っ
て
い
る
苦
境
か
ら
救
出
で
き
る
唯
一
の
道
だ
と
、
は
っ
き
り

と
認
識
し
て
い
る
。

労
働
者
、
水
兵
及
び
赤
軍
兵
士
等
の
結
束
し
た
意
志
は
、
三
月
一
日
火
曜

日
の
わ
れ
わ
れ
の
市
の
駐
屯
部
隊
の
会
合
に
於
い
て
、
は
っ
き
り
と
表
明
さ
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れ
吃
。
こ
の
会
合
は
、
満
場
一
致
で
第
一
及
び
第
二
分
盤
隊
の
決
議
を
承
諾

し
た
。
こ
の
決
議
の
な
か
で
、
ソ
ウ
ィ
エ
ト
の
直
接
再
選
挙
と
、
よ
り
公
平

な
根
拠
に
華
つ
く
選
挙
制
の
設
立
を
表
記
し
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
す
べ

て
の
働
く
者
が
本
当
に
代
表
さ
れ
、
ソ
ウ
ィ
エ
ト
が
活
動
的
、
か
つ
精
力
的

な
機
関
に
な
る
よ
う
。

三
月
二
日
、
労
働
者
、
赤
軍
兵
士
、
そ
し
て
す
べ
て
の
水
兵
組
合
の
代
表

者
が
、
元
ク
ロ
ン
シ
ユ
タ
ッ
ト
機
関
学
枚
の
教
育
省
に
集
結
し
た
。
こ
れ
ら

の
代
表
者
た
ち
は
、
ゾ
ウ
ィ
エ
ト
の
政
体
を
平
和
的
に
再
編
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
新
し
い
選
挙
制
の
骨
子
を
練
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
だ
が
、

考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
猛
追
（
政
府
権
力
の
代
行
者
た
ち
に
よ
っ
て
発
言
さ

れ
た
威
嚇
等
）
に
備
え
る
為
に
、
わ
れ
わ
れ
は
市
や
磐
を
管
理
す
る
こ
と
を

委
任
さ
れ
た
、
臨
時
革
命
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
臨

時
革
命
委
員
会
は
、
巡
洋
濫
ぺ
ト
ロ
パ
ウ
ロ
ブ
ス
ク
に
拠
を
置
い
た
。

〟
同
志
諸
君
、
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
／
〟

臨
時
革
命
委
員
会
の
其
の
目
的
は
、
流
血
の
惨
草
を
避
け
る
こ
と
で
あ
り
、

委
員
会
は
市
で
、
砦
で
、
要
塞
で
、
革
命
の
秩
序
を
維
持
す
る
為
に
、
最
善

な
方
法
と
し
て
厳
格
な
規
制
を
ひ
い
て
き
た
。

〝
同
志
諸
君
、
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
／
〟

仕
事
を
止
め
る
な
／
労
働
者
の
諸
君
、
機
械
の
前
か
ら
離
れ
る
な
／
水
兵
、

兵
士
の
諸
君
は
、
君
達
の
詩
場
に
、
部
署
に
、
要
塞
に
と
ど
ま
っ
て
く
れ
／

す
な
も
ち
、
各
労
働
者
、
各
リ
グ
ィ
エ
ト
制
度
に
属
し
て
い
ろ
者
達
は
、
仕

事
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

臨
時
革
命
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
組
織
、
す
べ
て
の
水
兵
及
び
労

働
組
合
、
す
べ
て
の
軍
事
部
隊
、
そ
し
て
一
般
市
民
に
、
支
援
と
カ
ン
．
ハ
を

呼
び
か
け
る
。

臨
時
革
命
委
員
会
は
、
新
し
い
ソ
ウ
ィ
エ
ト
の
公
明
正
大
な
選
挙
制
を
編

成
確
立
す
る
為
に
、
諸
君
の
警
戒
心
と
団
結
を
必
要
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
同
志
よ
／
兵
の
秩
序
と
平
和
の
為
の
団
結
を
／

新
し
い
社
会
主
義
体
制
の
為
に
団
結
を
／

す
べ
て
の
鋤
く
者
た
ち
の
為
に
団
結
を
／

一

九

二

一

年

一

二

月

二

日

　

ク

ロ

ン

シ

ュ

グ

ッ

ト

巡
洋
艦
ペ
ト
ロ
パ
ウ
ロ
ブ
ス
ク

C
R
P
委
員
長
　
ぺ
ト
リ
チ
ェ
ン
コ

同
・
書
記
　
ト
ウ
ル
キ
ン
ヌ

一
九
二
一
年
三
月
一
日
、
第
一
及
び
第
二
分
艦
隊
総
会
決
議

ぺ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
へ
報
道
の
任
務
と
し
て
、
水
兵
総
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た

乗
組
員
の
代
表
者
の
報
告
を
聞
い
た
後
で
、
次
の
よ
う
な
決
定
が
下
さ
れ
た
。

（
一
）
現
在
の
ソ
ウ
ィ
エ
ト
体
制
が
農
民
、
労
働
者
の
意
志
を
表
わ
し
て
い

な
い
こ
と
を
考
え
み
て
、
直
ち
に
無
記
名
投
票
の
再
選
挙
に
取
り
か
か
る
べ

き
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
自
由
選
挙
運
動
は
、
多
く
の
労
勘
考
、
蔑
民
が
公

明
正
大
に
通
知
さ
れ
る
為
に
今
後
、
広
く
繰
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）
労
働
者
、
農
民
、
ア
ナ
キ
ス
ト
及
び
左
翼
社
会
主
義
者
の
為
に
言
論

・
報
道
の
自
由
を
／

（
三
）
　
労
働
組
合
、
労
農
組
織
団
結
の
為
の
自
由
を
／

（
四
）
遅
く
と
も
一
九
一
二
年
、
三
月
十
日
ま
で
に
、
労
働
者
、
赤
軍
兵
士

及
び
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
、
そ
し
て
ベ
ト
ロ
ク
ラ
ー
ド
の
水
兵
た
ち
に
ょ
ろ

総
会
の
招
集
を
／

（
五
）
現
在
、
政
治
犯
と
し
て
捕
れ
て
い
る
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
者
、
並

び
に
種
々
な
民
衆
運
動
に
関
連
し
て
逮
捕
さ
れ
た
、
す
べ
て
の
労
働
者
、
廣
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民
、
赤
軍
兵
士
及
び
水
兵
の
無
条
件
釈
放
を
／

（
六
）
牢
獄
、
強
制
収
容
所
に
監
禁
、
拘
束
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
者
に
対

し
、
公
正
な
立
場
に
立
っ
て
調
査
を
担
当
す
る
委
員
の
選
出
を
／

（
七
）
　
す
べ
て
の
政
治
的
所
管
の
廃
止
－
す
な
わ
ち
、
今
後
い
か
な
る
党
も

思
想
的
プ
ロ
。
ハ
ガ
ン
タ
の
た
め
に
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
政
府
（
国
家
）
　
の
助

成
金
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
代
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
市
で

国
家
か
ら
憩
質
さ
れ
た
、
文
化
及
び
教
育
委
員
が
遼
出
さ
れ
る
こ
と
を
提
案

する。（
八
）
　
す
べ
て
の
軍
隊
に
ょ
る
封
鎖
の
即
時
廃
止
を
／

（
九
）
特
に
苦
役
な
職
務
に
従
事
し
て
い
る
者
は
別
と
し
て
、
す
べ
て
の
鋤

く
者
に
対
し
て
、
食
糧
分
配
（
配
給
）
　
の
平
等
化
を
／

（
十
）
軍
隊
の
各
郡
内
に
於
げ
ろ
、
共
産
党
の
戦
闘
部
隊
並
び
に
、
工
場
、

鉱
山
に
於
げ
ろ
共
産
党
衛
兵
の
廃
止
を
／
も
し
こ
の
よ
う
な
部
隊
が
必
要
な

時
は
、
兵
士
に
よ
っ
て
、
又
衛
兵
が
必
要
な
時
は
、
労
働
者
自
身
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
る
こ
と
。

千
一
）
農
民
に
関
し
て
、
自
分
自
身
で
働
き
、
賃
金
労
働
者
に
頼
ら
な
い
と

い
ぅ
条
件
の
下
で
、
彼
等
農
民
へ
の
土
地
の
個
石
化
と
絶
対
的
権
利
を
、
そ

し
て
家
畜
を
詞
育
す
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
。

午
言
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
軍
事
部
隊
並
び
に
ク
ル
サ
ン
デ
ィ
　
（
陸
海

軍
士
官
候
補
生
）
　
同
志
た
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
の
決
議
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
。

（
工
一
口
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
決
議
文
が
広
く
出
版
物
に
ょ
っ
て
伝
話
さ
れ
る

こ
と
を
要
求
す
る
。

千
里
移
動
す
る
管
理
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

千
五
）
わ
れ
わ
れ
は
、
自
立
し
た
い
労
働
者
の
為
に
、
自
宅
で
の
仕
事
の
自

由
を
要
求
す
る
。

本
決
議
は
棄
権
二
を
除
い
て
満
場
一
致
で
第
一
、
第
二
分
艦
隊
の
総
会
に

ょ
っ
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
会
議
長
　
ペ
ト
リ
チ
ェ
ン
コ

書
記
　
べ
レ
ベ
ル
キ
ン

本
決
議
は
タ
ロ
シ
ソ
ュ
タ
ッ
ト
の
駐
屯
部
隊
の
殆
ん
と
全
員
の
兵
士
に
ょ

っ
て
採
択
さ
れ
た
。

会
長
　
ワ
シ
リ
エ
フ

三
月
二
日
、
午
後
九
時
、
要
塞
の
大
多
数
の
人
民
及
び
磐
の
す
べ
て
の
赤

軍
部
隊
は
、
臨
時
革
命
委
員
会
と
結
束
し
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
指
令
と
連

絡
業
務
は
、
委
員
会
の
巡
視
隊
に
ょ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
臨
時
革
命
委
員

会
に
、
オ
ラ
一
一
エ
．
ハ
ウ
ム
の
部
隊
の
支
援
を
も
っ
て
、
オ
ラ
ニ
エ
．
ハ
ウ
ム
か

ら
代
表
者
が
や
っ
て
来
た
。
ぺ
ト
ロ
ク
ラ
ー
ド
で
は
、
唾
超
が
ゆ
き
渡
っ
て

い
っ
た
。
臨
時
革
命
委
員
会
は
、
同
志
（
イ
リ
イ
ネ
エ
）
　
に
人
民
の
食
糧
補

給
を
組
織
す
る
こ
と
を
委
任
し
た
。
今
日
は
二
日
分
、
す
な
わ
ち
三
月
三
日

と
四
日
分
の
パ
ン
の
配
給
が
な
さ
れ
た
。

オ
ラ
ニ
工
．
ハ
ゥ
ム
の
航
空
師
団
は
、
臨
時
革
命
委
員
会
は
同
意
し
て
、
現

在
代
表
者
を
派
遣
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
決
議
は
、
ベ
ー
タ
ー
ポ
ッ
フ
へ

送
ら
れ
た
。
わ
れ
あ
れ
は
回
答
を
待
っ
て
い
る
。
砦
の
人
民
委
員
ノ
ウ
ィ
コ

ス
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
に
向
け
て
馬
を
進
め
て
い
た
が
、
ト
テ
レ
ペ
ン

の
要
塞
に
拘
置
さ
れ
た
。
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イ
ズ
ヴ
エ
ス
テ
十
　
二
号

一
九
二
一
年
　
三
月
四
日
　
金
曜
日

ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
革
命
委
員
会
の
親
約

一
九
二
一
年
三
月
三
日
　
巡
洋
滋
．
ぺ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
　
〟

（
一
）
タ
ウ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
市
の
革
命
委
員
会
は
、
市
及
び
砦
の
す
べ
て
の

機
関
に
例
外
な
く
、
委
員
会
の
決
議
を
遂
行
す
る
こ
と
を
命
ず
る
。
規
約
は

労
働
者
が
、
彼
等
の
持
場
に
と
ど
で
り
、
仕
事
を
続
け
る
よ
う
責
任
を
託
さ

れ
て
い
る
。

（
二
）
ク
ロ
ン
シ
ュ
ク
ツ
ト
市
の
臨
時
革
命
委
員
会
は
、
た
と
え
誰
で
あ
ろ

う
と
も
、
市
を
放
棄
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
。
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
市
の

指
揮
官
に
願
い
出
る
こ
と
。
委
員
会
、
同
じ
く
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
の
海
軍

司
令
部
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
新
た
な
賜
暇
を
交
付
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
。

（
三
）
臨
時
革
命
委
員
会
は
、
特
別
な
許
可
な
く
し
て
市
で
の
す
べ
て
の
毀

素
を
禁
じ
、
叉
捜
索
令
状
は
C
R
P
の
議
長
と
書
記
の
署
名
、
並
び
に
べ
ト

ロ
．
ハ
ブ
ロ
ブ
ス
ク
の
印
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
偽
わ
り
で
な
い
場
合
に
限
り

交
付
さ
れ
る
。

機
関
、
組
織
及
び
党
の
記
録
の
中
か
ら
何
物
を
も
取
り
出
し
た
り
破
姦
し

な
い
で
、
す
べ
て
を
そ
の
総
体
の
中
に
人
民
の
遺
産
と
し
て
保
管
し
て
お
く

こ
と
を
、
規
約
は
委
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
市
が
さ
し
か
か
っ
て
い
る
非
常
事
態
の
た
め
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト

の
O
R
P
は
、
午
後
十
一
時
以
後
、
市
で
の
す
べ
て
の
移
動
を
C
n
P
に
ょ

っ
て
交
付
さ
れ
た
特
別
な
許
可
な
く
し
て
は
、
移
動
で
き
な
い
こ
と
を
市
長
、

水
兵
及
び
赤
軍
兵
士
に
通
告
す
る
。

C
R
P
議
長
　
べ
ト
リ
チ
ェ
ン
コ

書
記
　
ギ
ル
ガ
ス
ト

臨
時
革
命
委
員
会
は
、
逮
捕
さ
れ
た
共
産
主
義
者
が
暴
力
を
受
け
た
な
ど

と
い
う
中
傷
を
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
否
定
す
る
。
彼
等
は
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
完
全
に
安
全
な
状
態
で
保
護
さ
れ
て
お
り
、
逮
捕
さ
れ
た
幾
人
か
は
、

す
で
に
釈
放
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
共
産
党
の
代
表
者
が
、
逮
捕
の
理
由
に
つ
い
て
調
査
す
る
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
す
で
に
共
産
党
同
志
イ
リ

イ
ヌ
、
カ
．
ハ
ー
フ
、
べ
ウ
チ
イ
ヌ
た
ち
は
、
革
命
委
員
会
へ
出
向
い
て
お
り
、

巡
洋
墟
べ
ト
ロ
．
ハ
グ
ロ
ア
ス
ク
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
同
志
は
、
面
会
す
る
こ

と
を
許
可
さ
れ
た
。

確
認
の
た
め
、
彼
等
同
志
の
署
名
を
こ
こ
に
記
す
。
イ
リ
イ
ヌ
、
カ
．
ハ
ー

フ
、
ぺ
ウ
チ
イ
ヌ
。
原
本
と
相
違
な
き
こ
と
を
証
す
。
署
名
、
O
R
P
メ
ソ

．
ハ
ー
・
ア
ル
ツ
ボ
ブ
、
書
記
・
P
・
ヴ
オ
タ
ダ
ア
ー
フ

共
産
主
義
者
自
身
が
、
社
会
生
活
を
再
編
成
す
る
必
要
蛙
を
認
め
て
い
る

こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
彼
等
は
同
じ
く
、
国
家
権
力
は
武
力

に
ょ
っ
て
で
は
な
く
、
働
く
者
た
ち
の
腕
で
戦
い
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
め
て
い
る
。
共
産
党
細
胞
の
臨
時
喜
務
所
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
下

記
の
請
願
書
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

O
R
P
議
長
　
べ
ト
リ
チ
ェ
ン
ゴ

ロ
シ
ャ
共
産
党
ク
ロ
ン
シ
ュ
メ
ッ
ト
細
胞
の
臨
時
事
務
局
声
明
文

ソ
ウ
ィ
エ
ト
の
す
べ
て
の
部
門
（
工
業
・
経
済
・
行
政
部
門
・
駐
屯
地
の

軍
事
部
隊
）
　
で
働
く
共
産
主
義
の
同
志
諸
君
、
ロ
シ
ャ
共
産
党
の
臨
時
事
務

所
は
、
永
久
に
そ
し
て
強
く
諸
君
に
差
向
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
さ



し
か
か
っ
て
い
る
、
こ
の
困
雑
な
時
期
は
、
わ
れ
わ
れ
の
役
割
を
要
求
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
注
意
、
響
戒
心
、
そ
し
て
特
別
な
心
遣
い
を
。

我
党
は
、
数
年
来
擁
護
し
て
き
て
い
る
労
働
者
階
級
を
、
決
し
て
裏
切
ら

な
か
っ
た
。
労
働
者
階
級
の
利
益
の
た
め
に
過
去
の
諸
事
件
の
歴
史
的
展
開

は
、
ど
ん
な
口
実
の
も
と
に
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
持
場
を
放
棄
し
な
い
こ
と

と
、
日
々
の
仕
草
を
休
み
な
く
続
け
る
こ
と
を
、
す
べ
て
に
義
務
づ
け
て
き

た
。
そ
し
て
労
働
者
の
経
過
化
や
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
は
、
結
果
的
に
労
農
階
級

の
生
活
条
件
の
低
下
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
な
か

った。我
党
の
同
志
各
自
は
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
し
か
か
っ
て
い
る
時
期
の
重
大
さ

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
産
主
義
の
指
導
者
が
銃
殺
さ
れ

た
と
い
ぅ
誘
惑
は
、
流
血
の
惨
事
を
引
起
そ
う
と
討
っ
て
い
る
慈
恵
あ
る
分

子
た
ち
に
よ
っ
て
ま
き
散
ら
さ
れ
た
、
ば
か
ば
か
し
い
晦
で
あ
り
、
い
か
な

る
信
頼
も
同
調
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
同
じ
晦
は
、
共
産
主
義
者
が
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
で
武
装
晦
超
を
準
備

し
た
と
断
言
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ゾ
ウ
ィ
エ
ト
の
危
機
の
み
を
望
ん

で
い
る
共
謀
国
の
代
理
人
に
ょ
っ
て
流
布
さ
れ
た
毒
々
し
い
作
り
肇
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
我
党
が
今
日
ま
で
努
力
し
て
き
た
よ
う
に
、
ソ
ウ
ィ
エ
ト

の
労
働
者
及
び
農
民
の
権
力
を
打
ち
砕
く
こ
と
の
み
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
、

表
面
に
表
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
を
ぅ
で
な
い
敵
対
者
に
対
し
て
、
労
働
者
階

級
の
異
な
る
征
服
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
手
に
武
器
を
持
っ
て
守
り
ぬ
く
こ

と
を
、
こ
こ
に
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。

ロ
シ
ャ
共
産
党
タ
ロ
シ
ソ
ュ
ダ
ッ
ト
の
臨
時
事
務
局
は
、
ソ
ウ
ィ
エ
ト
の

再
選
挙
を
必
要
と
考
え
、
共
産
党
の
メ
ン
バ
ー
に
そ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
要

請
す
る
。

さ
ら
に
臨
時
事
務
局
は
、
す
べ
て
の
共
産
党
の
メ
ン
バ
ー
に
彼
等
の
持
場

に
と
ど
ま
る
こ
と
と
、
臨
時
革
命
委
員
会
の
決
議
の
議
車
妨
害
を
し
な
い
こ

と
を
要
請
す
る
。

冷
静
、
規
律
、
団
結
こ
そ
共
謀
国
側
の
策
謀
を
打
ち
破
り
、
そ
し
て
全
世

界
の
労
働
者
、
農
民
の
勝
利
へ
の
道
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
条
件
で
あ
る
。

ゾ
ウ
ィ
エ
ト
権
力
万
才
／

働
く
者
の
世
界
連
合
万
才
／

ロ
シ
ア
共
産
党
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
細
胞
の
臨
時
事
務
局

イ

り

イ

ヌ

、

カ

バ

ノ

ブ

、

べ

ウ

チ

イ

ヌ

ク
ロ
ン
シ
ュ
グ
ッ
ト
市
の
人
民
へ

市
民
の
皆
さ
ん
／

ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
は
今
後
、
自
由
の
た
め
に
厳
し
い
闘
い
に
突
入
す
る

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ッ
シ
ュ
ク
ツ
ト
市
を
占
領
し
た
こ
と
、
飢
え
、

寒
さ
、
そ
し
て
経
済
的
風
袋
に
わ
れ
わ
れ
を
導
い
た
共
産
主
義
者
た
ち
、
そ

の
後
等
が
再
び
わ
れ
わ
れ
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
い
い

か
え
れ
ば
、
い
っ
彼
等
が
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
か
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
、
絶
え
ず
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

皆
さ
ん
／
わ
れ
わ
れ
は
、
最
後
ま
で
勝
ち
取
っ
た
自
由
を
守
り
ぬ
く
こ
と

を
、
こ
こ
に
宣
言
す
る
。
し
か
し
彼
等
が
ク
ロ
ン
シ
ュ
グ
ッ
ト
を
、
こ
の
ま

ま
の
状
態
で
占
領
す
る
草
を
許
さ
な
い
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
な

こ
と
で
あ
る
。
が
、
万
一
彼
等
が
武
力
で
自
由
の
砦
を
奪
い
取
ろ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
最
後
ま
で
徹
底
的
に
反
撃
す
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
臨
時
革
命
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
た
と
え
銃
撃
戦
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に
な
ろ
う
と
も
、
我
を
忘
れ
て
恐
怖
に
走
ら
な
い
よ
う
要
請
す
る
。

確
信
、
冷
静
、
そ
し
て
正
し
い
膚
況
判
断
の
み
が
、
わ
れ
わ
れ
に
勝
利
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

臨
時
革
命
委
員
会

モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
無
線
電
報

わ
れ
わ
れ
は
、
ぺ
ト
ロ
．
ハ
グ
ロ
ブ
ス
ク
局
で
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
た
、
モ
ス
ク

ワ
の
『
ロ
ス
タ
』
支
局
か
ら
の
無
電
を
下
記
に
転
載
す
る
。
そ
の
中
に
は
共

産
党
、
自
株
ソ
ウ
ィ
エ
ト
政
府
に
ょ
っ
て
発
言
さ
れ
た
、
恥
知
ら
ず
な
中
傷

や
虚
言
が
満
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
無
電
の
何
ペ
ー
ジ
か
は
、
他
局
と
の
混
線
の
た
め
に
判
読
さ
れ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
　
（
空
白
の
）
言
葉
は
、
如
何
な
る
注

釈
を
も
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
労
働

者
は
、
そ
れ
ら
を
正
し
い
意
味
に
推
測
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る。

以
下
そ
の
電
文
／

全
て
の
人
民
へ
、
全
て
の
人
民
へ
…

モ
ス
ク
ワ
電
電
局
、
『
ロ
ス
タ
』
発
　
三
月
三
日

反
共
産
主
義
衛
兵
ど
も
の
陰
謀
と
闘
お
う
／

元
将
軍
コ
ル
ロ
ウ
ズ
キ
ー
や
巡
洋
経
べ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
の
暴
動
は
、

反
共
主
義
衛
兵
（
白
色
主
義
衛
兵
）
の
過
去
の
数
多
く
の
暴
動
と
同
じ
く
、

ま
っ
た
く
共
謀
国
側
の
代
理
人
ど
も
の
仕
業
で
あ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
萌
聞
『
ル
・
マ
ダ
ン
』
紙
は
そ
の
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
コ
ル
ロ
ウ

ス
キ
ー
の
鍍
乱
の
二
週
間
前
、
こ
の
新
聞
の
最
新
版
は
、
次
の
電
文
を
ヘ
ル

シ
ン
キ
か
ら
公
表
し
た
。

′
〝
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
　
（
の
報
ず
る
と
こ
ろ
）
　
は
よ
る
と
、
先
頃
の
ク
ロ
ン

シ
ュ
ダ
ッ
ト
の
蜂
起
に
引
続
き
、
ポ
ル
シ
ェ
ウ
ィ
キ
軍
部
当
局
は
、
タ
ロ
シ

シ
ー
一
タ
ッ
ト
を
孤
立
化
す
る
た
め
と
、
タ
ロ
ソ
シ
ュ
ダ
ッ
ト
の
駐
屯
部
隊
の

水
兵
及
び
赤
軍
兵
士
に
、
べ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
へ
の
入
港
を
禁
ず
る
た
め
、
一

連
の
規
制
を
し
い
た
。
そ
し
て
こ
の
衝
の
食
糧
の
貯
え
は
、
次
の
禁
止
令
ま

で
残
存
さ
れ
て
い
る
。

ク
ロ
ッ
シ
ュ
グ
ッ
ト
の
蜂
起
は
、
〝
パ
リ
　
〟
か
ら
指
図
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
反
革
命
主
義
者
の
仕
業
で

あ
る
、
か
く
し
て
歴
史
は
謀
り
遁
さ
れ
て
い
る
。
〝
パ
リ
〟
か
ら
（
指
図
さ

れ
て
い
る
）
社
会
主
義
革
命
家
は
、
ソ
ウ
ィ
エ
ト
政
権
に
対
し
蜂
起
を
企
て

た
が
、
彼
等
が
行
動
を
起
す
前
に
、
彼
等
の
背
後
で
ツ
ア
ー
リ
ス
ト
将
軍
の

仮
面
を
か
ぶ
っ
た
、
真
の
指
導
者
を
暴
露
し
た
。
社
会
主
義
革
命
と
共
に
権

力
の
座
を
奪
い
取
ろ
う
と
な
く
ら
ん
だ
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
提
督
の
例
は
、
一
度

な
ら
ず
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

ツ
ア
ー
リ
ス
ト
将
軍
か
ら
社
会
主
義
革
命
家
た
ち
壬
で
、
彼
等
は
勤
勉
な

大
衆
を
苦
し
め
、
飢
え
や
寒
さ
に
乗
じ
て
、
彼
等
の
利
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ツ
ア
ー
リ
ス
ト
、
社
会
主
義
革
命
家
た
ち
の
蜂
起
は
、
痛
ま

し
く
も
鎮
圧
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
。
つ
ま
り
プ
ル

ロ
ウ
ズ
キ
ー
将
軍
と
そ
の
一
味
は
、
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
提
督
が
た
ど
っ
た
運
命

を
知
る
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
共
謀
国
側
の
代
理
人
が
反
革
命
的
な
陰
謀
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て

い
る
の
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
い
。
労
働
者
及
び
兵
士
の
諸

君
／
こ
の
陰
謀
を
打
ち
破
り
た
ま
え
／
諸
君
の
冷
静
さ
と
確
信
を
守
り
た
ま

え
／
諸
君
の
団
結
を
保
ち
、
そ
し
て
馨
戒
心
を
持
ち
続
け
た
ま
え
／
わ
れ
わ

れ
の
力
強
い
団
結
に
ょ
っ
て
つ
み
、
食
糧
、
燃
料
補
給
の
一
時
的
難
関
か
ら
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抜
け
出
せ
な
い
と
い
ぅ
こ
と
を
さ
と
り
な
ま
え
／

ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
等
の
地
で
起
っ
て
い
る
蜂
起
は
実
に
馬
鹿
げ
た
行
為

で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
現
在
、
人
命
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
飢
餓
を
、
一
層

ひ
ど
く
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
力
強
く
訴
え
る
。
労
働
者
階
級
の
赦
ど
も
の
策
略
的
陰
謀
を

容
易
に
す
る
な
。

イ
ズ
ウ
ェ
ス
チ
ャ
　
三
号

一
九
二
－
年
　
三
月
五
日
　
土
曜
日

通
告

臨
時
革
命
委
員
会
は
、
巡
洋
艦
べ
ト
ロ
．
ハ
ブ
ロ
ブ
ス
ク
を
離
れ
、
レ
ー
ニ

ン
通
り
三
九
番
地
の
人
民
本
部
四
階
へ
移
っ
た
。
今
後
一
切
の
接
触
は
、
こ

こ
で
引
受
け
ら
れ
る
。

無
能
者
ど
も
の
狂
気

三
日
前
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
は
、
共
産
主
義
者
の
現
わ
し
い
権
力
を
打

ち
破
っ
た
。
四
年
前
、
ツ
ア
ー
と
そ
の
将
軍
の
一
脈
ど
も
の
揮
力
を
打
ち
破

っ
た
よ
う
に
。

こ
こ
三
日
以
来
、
ク
ロ
ン
シ
ユ
ダ
ッ
ト
の
市
民
は
、
党
の
独
裁
政
治
か
ら

解
放
さ
れ
、
自
由
に
満
ち
て
い
る
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
の
共
産
主
義
指
導

者
は
、
見
苦
し
く
も
逃
げ
出
し
た
。
彼
等
は
、
我
が
身
の
危
険
を
恐
れ
、
彼

等
は
、
O
R
P
が
，
チ
ェ
カ
〟
の
お
気
に
入
り
の
方
法
「
暗
殺
」
を
用
い
る

と
思
っ
た
か
ら
だ
。

む
だ
な
懸
念
／

臨
時
革
命
委
員
会
は
、
後
宮
も
報
復
も
し
な
い
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
の
、

す
べ
て
の
共
産
主
義
者
は
自
由
で
あ
り
、
誰
も
、
彼
等
を
脅
か
し
な
ど
し
な

い
。
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
の
“
ハ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
っ
て
、
逃
亡
し
捕
え
ら
れ
た

兵
士
は
拘
置
さ
れ
て
い
る
。
「
赤
の
恐
怖
」
を
忘
れ
な
か
っ
た
民
衆
の
憤
り

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
等
を
救
っ
た
。
す
べ
て
の
市
民
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
共
産
主
義
者
の
家
族
は
不
可
侵
で
あ
る
○

彼
等
の
飛
行
機
の
一
機
が
昨
日
、
わ
れ
わ
れ
に
ビ
ラ
を
ま
い
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
の
事
件
と
は
ま
っ
た
く
か
か
わ
り
の
な
い
こ

と
で
、
多
く
の
人
民
が
べ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
逮
捕
さ
れ
た
と
伝
え
、
そ
れ
ば

か
り
で
は
な
く
、
彼
等
の
家
族
も
投
獄
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
た
。

ビ
ラ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
捕
虜
は
、
叛
徒
ど
も
に
ょ
っ
て
拘
憧
さ
れ
て
い
る
同

志
（
ク
ロ
ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
“
人
民
委
員
長
等
）
を
釈
放
す
る
ま
で
、
人
質
と

し
て
監
視
さ
れ
る
こ
と
を
、
防
衛
委
員
会
は
申
し
渡
す
。
ま
た
、
同
志
の
嬰

一
本
た
り
と
も
触
れ
る
な
／
さ
も
な
い
と
人
質
の
命
は
な
い
も
の
と
思
え
／
」

以
上
が
防
衛
委
員
会
の
結
論
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
無
能
者
ど
も
の
狂
気
／

罪
な
き
家
族
の
拷
問
、
こ
の
行
為
は
彼
等
に
新
た
な
光
栄
な
ぞ
加
え
は
し
な

い
。
と
に
か
く
、
こ
の
方
法
で
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
ク
ツ
ト
の
労
働
者
、
水
兵
及

び
赤
軍
兵
士
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
権
力
を
、
再
び
取
ヴ
戻
せ
な
い
で
あ
ろ
う
o

打
ち
破
る
か
死
ぬ
か
／

代
表
者
の
集
会

昨
日
、
三
月
四
日
午
後
六
時
、
駐
屯
部
隊
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
軍
部
及

び
労
働
組
合
の
代
表
者
の
会
合
が
行
な
わ
れ
た
。

議
事
日
程

c
C
R
P
の
補
助
メ
ソ
．
ハ
ー
の
選
出
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○
進
行
中
の
事
件
に
関
す
る
報
告
の
審
問

出
席
者

二
〇
二
代
表
委
員
＝
彼
等
の
う
ち
殆
ん
ど
が
、
職
場
か
ら
そ
の
孝
二
で
の
状

態
で
や
っ
て
来
た
。

水
兵
べ
下
り
チ
ェ
ン
コ
＝
本
会
の
議
長
、
彼
は
臨
時
革
命
委
員
会
が
過
度

な
任
務
を
委
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、
メ
ソ
．
ハ
ー
の
増
員
が
必
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。
す
な
め
も
現
在
の
玉
名
の
選
出
者
に
、
さ
ら
に
少
な
く
と
も
十
名
以

上
の
増
員
を
提
案
し
た
。

二
〇
名
の
候
補
者
の
ぅ
ち
か
ら
、
次
の
同
志
た
ち
が
圧
倒
的
多
数
を
も
っ

て
選
出
さ
れ
た
。

オ
ス
ソ
リ
ブ
　
（
セ
ダ
ブ
ス
ト
ポ
ル
・
機
関
兵
）

ペ
レ
ベ
ル
キ
ン
　
（
セ
プ
ア
ス
ト
ポ
ル
∴
職
工
）

．
ハ
ト
ル
シ
ェ
フ
　
（
ペ
ト
ロ
．
ハ
ブ
ロ
ア
ス
ク
・
職
工
監
督
）

ク
ー
ポ
ロ
フ
　
（
轟
等
看
護
卒
）

ヴ
エ
ル
シ
ニ
ン
　
（
セ
プ
ア
ス
ト
ポ
ル
・
水
兵
）

ロ
マ
ネ
ン
コ
　
（
格
納
庫
番
人
）

グ
ア
ル
ク
　
（
木
挽
工
）

。
ハ
グ
ロ
フ
　
（
海
事
水
雷
敷
設
夫
）

パ
イ
コ
ア
　
（
荷
馬
車
夫
）

キ
ル
ガ
ス
ト
　
（
潜
水
夫
）

そ
れ
か
ら
総
会
は
、
会
の
議
長
ペ
ト
リ
チ
ェ
ン
つ
か
ら
O
R
P
の
活
動
並

び
に
、
当
日
の
選
挙
に
つ
い
て
の
報
告
を
聞
い
た
。
同
志
べ
ト
り
チ
ェ
ン
つ

は
、
要
塞
の
駐
屯
部
隊
及
び
船
舶
乗
組
員
た
ち
が
、
戦
闘
の
準
備
を
し
て
い

る
と
猿
股
し
、
彼
は
、
労
働
者
、
赤
軍
兵
士
及
び
水
兵
た
ち
を
ね
ぎ
だ
た
せ

る
、
力
強
い
感
激
を
示
し
た
。

そ
れ
か
ら
生
活
必
需
品
及
び
燃
料
供
給
問
題
、
そ
し
て
労
勧
者
の
武
装
問

題
等
々
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
「
打
ち
破
る
か
死
す
か
／
」
気
声
を
上
げ
て
、

熱
狂
の
う
ち
に
、
例
外
な
く
す
べ
て
の
労
勘
考
た
ち
は
、
武
装
し
て
市
内
を

巡
視
す
る
任
務
に
つ
く
こ
と
が
決
定
し
た
。
（
な
ぜ
な
ら
ば
赤
軍
兵
士
及
び

水
兵
た
ち
は
、
戦
闘
部
隊
の
織
成
に
あ
た
っ
て
、
彼
等
労
働
者
た
ち
に
も
任

務
を
あ
な
え
る
こ
と
を
切
望
し
た
か
ら
で
あ
る
。
又
、
三
日
以
内
に
す
べ
て

の
組
合
の
指
導
者
、
並
び
に
彼
等
を
統
治
す
る
と
こ
ろ
の
ゾ
ウ
ィ
エ
ト
政
府

を
再
選
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
尚
、
ソ
ウ
ィ
エ
ト
政
府
は
今
後
永
久
に
O

R
P
と
接
触
を
保
っ
て
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、
身
の
危
険
を
冒
し
て
ぺ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
ス
テ
レ
ル
ナ
、
べ
テ

ル
ボ
ブ
、
オ
ラ
一
一
エ
ソ
バ
ウ
ム
等
の
地
か
ら
逃
れ
て
き
た
、
水
兵
の
同
志
た

ち
に
よ
っ
て
情
報
が
報
告
さ
れ
た
。
彼
等
の
報
告
に
ょ
る
と
、
共
産
主
義
者

は
、
人
民
に
ク
ロ
ン
シ
ュ
グ
ッ
ト
で
の
事
件
を
ま
っ
た
く
知
ら
せ
ず
、
そ
し

て
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
彼
等
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
自
軍
（
白
色
反
革
命

軍
）
　
の
ご
ろ
つ
き
と
、
将
軍
ど
も
の
手
中
に
あ
る
と
い
ぅ
噂
を
流
布
さ
せ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
報
告
は
、
聴
衆
の
一
同
を
ど
っ
と
笑
わ
せ
た
。
そ
れ
は
、
先
に
ク
ロ

ン
シ
ュ
ダ
ッ
ト
の
上
空
で
ば
ら
蓋
か
れ
た
〟
共
産
主
義
者
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
〟

を
読
ん
だ
時
と
同
じ
く
ら
い
彼
等
を
有
頂
点
に
さ
せ
、
な
か
に
は
叫
び
声
を

上
げ
る
者
さ
え
も
い
た
。

〝
共
産
主
義
者
マ
一
一
フ
ェ
ス
ト
　
〟
の
文
面
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
た
っ
た
一
人
の
将
軍
、
す
な
わ
ち
海
軍
の
人
民
委

員
し
か
持
た
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
将
軍
が
現
在
投
獄
さ
れ
て
い
る
の
だ
／

総
会
は
「
打
ち
破
る
か
死
す
か
／
」
断
固
、
か
つ
必
須
な
決
議
を
明
示
し

な
が
ら
、
一
連
の
敬
礼
、
誓
願
、
熱
狂
的
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
シ
ョ
ン
で
幕
を



朗
じ
た
。

タ
ロ
シ
ソ
ュ
∴
メ
ッ
ト
註
屯
部
隊
に
敬
礼
／

巡
洋
艦
べ
ト
ロ
．
ハ
グ
ロ
ブ
ス
ク
の
無
線
電
信
は
、
レ
プ
ア
ル
か
ら
発
せ
ら

れ
た
決
の
電
文
を
受
け
と
っ
た
。

「
侵
略
者
の
権
力
を
打
ち
破
っ
た
光
栄
あ
る
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
グ
ッ
ト
の
革
命

的
駐
屯
部
隊
は
敬
礼
／
」

．
ツ
ノ
ダ
ィ
エ
フ
が
ク
ラ
ス
ナ
ィ
ヤ
・
ゴ
ル
カ
要
塞
へ

ジ
ノ
ブ
ィ
エ
フ
は
、
急
行
列
車
で
オ
ラ
一
一
エ
ソ
．
ハ
ウ
ム
へ
や
っ
て
き
た
。

そ
し
て
地
方
の
注
屯
部
隊
は
み
な
ぎ
っ
て
い
る
動
揺
を
和
げ
る
た
め
に
、
ク

ラ
ス
ナ
ィ
ヤ
・
ゴ
ル
カ
要
塞
へ
赴
い
た
。
し
か
し
彼
等
（
駐
屯
部
隊
）
　
の
会

合
、
ビ
ラ
の
な
か
に
於
い
て
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
グ
ッ
ト
へ
の
全
面
的
な
支
持
を

表
明
し
た
。オ
ラ
ニ
エ
シ
バ
ウ
ム
で
の
鉄
道
業
務
の
停
止

べ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
防
衛
委
員
会
の
指
令
に
ょ
り
、
オ
ラ
ニ
エ
ソ
．
ハ
ウ
ム
で

の
鉄
道
業
務
が
停
止
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
例
外
的
な
場
合
、
も
し
く
は
防
衛

委
員
会
の
特
別
な
許
可
が
な
い
限
り
、
再
開
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
チ
ェ
キ

ス
ト
（
仝
ロ
シ
ャ
非
常
委
員
）
及
び
カ
テ
ィ
ト
、
が
す
べ
て
の
駅
を
占
領
し

て
い
る
。

．
ハ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
提
督
の
逮
捕

ト
テ
ル
ペ
ン
要
塞
を
通
過
し
ょ
う
と
し
た
．
ハ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
提
督
は
、
他

の
共
産
主
義
者
と
共
に
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
ク
ロ
ン
シ
ュ

ダ
ッ
ト
へ
連
行
さ
れ
た
。

共
産
主
義
者
に
／

数
多
く
の
労
働
者
が
ゾ
ス
ト
ロ
ル
ズ
カ
の
軍
需
工
場
で
逮
捕
さ
れ
、
市
内

で
は
、
痛
々
し
い
場
面
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
拘
置
さ
れ
た
人
々
の
伴
侶

や
子
供
た
ち
は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
彼
等
の
夫
や
父
親
の
釈
放
を
請
願
し
て

市
街
地
を
彿
循
し
て
い
る
。

ベ

ト

ロ

グ

ラ

ー

ド

で

す
べ
て
の
工
場
で
集
会
が
開
か
れ
、
そ
れ
ら
の
場
で
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

の
事
件
に
関
す
る
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
ぅ
報
告
が
、
ペ
ト
ロ
ク
ラ
ー

ド
か
ら
あ
っ
た
。

労
働
者
た
ち
ほ
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
メ
ッ
ト
の
革
命
者
に
対
し
好
意
的
で
あ
り
、

ぬ
ら
ゆ
る
方
法
、
手
段
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
と
手
を
結
ほ
う
と
し
て
い
る
。

共
産
主
義
者
た
ち
は
、
労
働
者
、
赤
軍
兵
士
及
び
水
兵
等
の
家
ヘ
ス
．
ハ
イ
一

を
送
っ
て
、
彼
等
か
ら
そ
の
事
（
わ
れ
わ
れ
と
手
を
結
ぶ
）
　
を
阻
止
し
ょ
ぅ
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と

た

く

ら

ん

で

い

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

乗
組
員
に
、
彼
等
の
船
舶
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
禁
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

共
産
主
義
者
の
警
戒
は
非
常
に
恋
し
い
。

結
集
は
共
産
主
義
者
の
派
遣
部
隊
に
ょ
っ
て
、
散
会
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
°
パ
ン
の
配
給
量
は
、
減
少
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
二
日

分
と
し
て
は
も
は
や
三
分
の
四
ポ
ン
ド
し
か
な
い
。

べ
ト
ロ
ク
ラ
ー
ド
か
ら
の
最
後
の
ニ
ュ
ー
ス

最
も
大
き
い
煉
瓦
工
場
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
パ
ル
チ
ッ
ク
工

場
の
労
働
者
は
、
仕
草
を
再
開
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。

共
産
主
義
者
と
カ
デ
ッ
ト
の
戦
闘
部
隊
は
、
巡
洋
艦
ガ
ダ
ウ
ト
、
ポ
ル
タ

グ
ァ
の
前
で
警
戒
し
て
い
る
。
ク
ロ
ン
シ
ユ
メ
ッ
ト
へ
行
く
た
め
、
オ
ラ
一
一



エ
シ
バ
ウ
ム
を
通
過
し
ょ
ぅ
と
し
た
幾
人
か
の
水
兵
は
逮
指
さ
れ
た
。

上
陸
し
て
い
る
す
べ
て
の
水
兵
は
、
各
自
の
船
舶
へ
戻
る
よ
う
指
令
が
発

せ
ら
れ
た
。市
内
で

タ
ロ
シ
ソ
ュ
ダ
ッ
ト
で
は
、
C
R
P
が
市
の
管
理
を
任
さ
れ
て
以
来
、
秩

序
は
乱
れ
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
機
関
は
、
い
か
な
る
時
も
中
断
さ
れ
な
い

で
そ
の
職
務
を
順
当
に
果
し
て
い
る
。
こ
こ
三
日
続
い
て
街
は
活
気
を
呈
し
、

ど
の
よ
う
な
砲
撃
も
撃
た
れ
な
か
っ
た
。

彼
等
は
党
を
放
棄
す
る

踵
時
革
命
委
員
会
は
、
次
の
数
通
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。

「
共
産
主
義
者
の
策
謀
は
、
わ
が
国
を
出
口
の
な
い
袋
小
路
に
追
い
こ
ん
で

し
ま
っ
た
。
党
は
ま
す
ま
す
も
っ
て
官
瞭
的
に
な
り
、
民
衆
の
あ
ら
ゆ
る
熱

望
を
ま
っ
た
く
も
つ
て
知
ろ
う
と
し
な
い
。
党
の
意
志
を
民
衆
に
押
し
っ
げ

ろ
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
、
ど
の
工
具
ノ
に
し
て
人
民
大
衆
の
声
を
聞
き
入

れ
よ
う
と
す
る
の
か
？
（
一
億
－
千
五
百
万
人
の
農
民
の
こ
と
を
考
え
ろ
／
）

も
し
労
農
大
衆
の
沓
超
を
望
む
の
な
ら
、
ま
ず
選
挙
制
を
改
革
し
、
大
衆
が

広
く
国
家
の
再
建
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
言
論
の
自
由
を
打
ち
建
て
る
必
要

が
あ
る
。
本
日
を
も
っ
て
、
私
は
共
産
党
か
ら
離
党
し
、
三
月
一
日
の
全
人
民
の
集

会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
に
無
条
件
に
同
意
、
賛
成
し
、
よ
っ
て
私
は
、
臨
時

革
命
委
員
会
の
規
約
に
全
面
的
に
従
う
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。
ま
た
、
こ
の

書
簡
が
地
方
紙
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

一
九
三
人
裁
判
に
ょ
っ
て
追
放
さ
れ
た
政
治
犯
人
の
子

赤
軍
将
校
ヘ
ル
マ
ン
・
カ
ー
ネ
フ

「
た
と
え
革
命
的
で
あ
っ
て
も
、
テ
ロ
に
よ
る
恐
怖
は
認
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
れ
故
に
私
は
、
ロ
シ
ア
共
産
党
の
モ
ス
ク
ワ
支
部
に
対
す
る
爆

撃
侵
略
に
参
加
し
た
こ
と
を
、
中
央
行
政
委
員
会
の
イ
ズ
ウ
ェ
ス
チ
ャ
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
た
ポ
ル
シ
一
二
ウ
ィ
キ
社
会
革
命
党
を
一
九
一
九

年
末
は
離
党
し
た
。
同
じ
く
、
こ
の
イ
ズ
ウ
ェ
ス
チ
ャ
に
ょ
っ
て
、
ポ
ル
シ

ェ
ウ
ィ
キ
が
南
部
で
支
部
責
任
者
の
暗
殺
を
伴
う
土
地
の
強
制
徴
収
に
話
手

し
た
こ
と
が
告
発
さ
れ
た
。

私
は
最
近
信
頼
で
き
る
筋
か
ら
、
政
府
共
産
党
は
マ
キ
ャ
ベ
リ
的
な
方
策

を
あ
み
だ
し
、
公
然
と
前
面
か
ら
攻
撃
は
せ
ず
に
、
彼
等
の
敵
対
者
に
対
し

て
あ
ら
ゆ
る
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
術
策
を
用
い
て
人
望
を
笑
わ
せ
、
つ

い
に
は
絶
滅
さ
せ
る
と
い
ぅ
一
連
の
ず
る
が
し
こ
い
方
策
を
聞
い
た
。
ま
た
、

法
廷
は
ポ
ル
シ
ェ
ウ
ィ
キ
に
対
し
て
無
罪
を
皇
萱
す
る
責
務
が
あ
る
と
認
め
、
一

ま
た
共
産
党
に
洗
脳
さ
れ
た
新
聞
は
、
そ
の
こ
と
に
対
し
三
言
の
反
論
も
　
1
6

認
識
し
な
か
っ
た
。

こ
う
い
ぅ
理
由
を
も
っ
て
、
私
を
共
産
党
の
一
員
で
あ
る
と
み
な
さ
な
い

で
ほ
し
い
こ
と
を
、
諸
君
に
要
求
す
る
。
そ
し
て
私
は
、
真
の
ポ
ル
シ
ェ
ウ

ィ
キ
社
会
革
命
連
合
に
復
帰
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

全
て
の
権
力
は
党
に
で
は
な
く
、
リ
グ
ィ
エ
ト
人
民
へ
／

一
九
二
一
年
、
三
月
四
日
A

・

ラ

マ

ノ

ブ

「
私
（
第
四
砲
兵
師
団
の
赤
軍
兵
士
）
　
は
、
誤
っ
て
共
産
党
に
好
意
を
寄
せ

て
し
ま
っ
た
。
が
、
し
か
し
今
の
私
の
目
は
開
か
れ
、
臨
時
革
命
委
員
会
と

と
も
に
未
来
の
ロ
シ
ャ
建
設
の
た
め
に
、
人
民
大
衆
と
共
に
手
を
結
び
進
む

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

一
九
二
一
年
、
三
月
四
日

ド

ナ

ト

・

ス

イ

メ

ソ

・

ヴ

ァ

ク


